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通算２９３回 茅ヶ崎郷土会 史跡・文化財めぐり 

鎌倉市・逗子市 

  天照山蓮華院光明寺 ＜鎌倉市材木座＞ 

  住吉城跡＜逗子市小坪＞と、材木座近辺を訪ねて 
 

日時 平成 31年 4月 15日（月） 

集合 茅ヶ崎駅改札前 8時 50分 

行程 茅ヶ崎駅―鎌倉駅―（バス）―①光明寺―②内藤家墓地―③和賀江島―④六

角ノ井―⑤正覚寺―⑥住吉神社・住吉城跡―⑦補陀落寺―⑧九品寺―⑨実相

寺―⑩五所神社―⑪来迎寺―帰路（徒歩）―鎌倉駅 

その他 光明寺（寺宝展：300円・山門拝観 500円） 補陀落寺（拝観 200円） 

    資料代として会員 200円、会員外 300円を集めます。 

 

連絡先 山本俊雄 090-6174-2806 尾高忠昭 3241-0775 平野文明 090-8173-8845
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見学の予定地 

① 光明寺（材木座 6-17-19） 浄土宗大本山 山号：天照山 

   開山：然阿良忠（記主禅師）  開基：北条経時（四代執権） 

   創建は寛元元年（1243）と伝わる。良忠は浄土宗の第三祖で、良忠が鎌倉に

住んだことで浄土宗が関東以北へ広がったと言われている。江戸時代には徳

川家康が定めた関東十八檀林の制の筆頭寺院として各地から学僧が集まり、

修行の中心として栄えた。朝廷との関係が深く、山門の「天照山」の扁額は

御花園天皇の直筆と伝えられ、後土御門天皇からは関東総本山の称号を受け

勅願所に定められた。また、「十夜法要」も勅許され、以来現在まで念仏法要

が盛大に行われている。本堂左手の記主庭園は伝小堀遠州作である。 

   戦後間もなく光明寺には、新しい時代の教育を目指す自立大学「鎌倉アカデ

ミア」が開校された。 

 

② 内藤家墓地（光明寺境内） 

   境内には光明寺の大檀家、磐城平藩・日向延岡藩主の内藤家歴代の墓があ

る。江戸時代の巨大な宝篋印塔数十基をはじめ石造の募塔群が二百基近く並

ぶ。寺宝の「当麻曼荼羅縁起絵巻」二巻は国宝で鎌倉期の作品である。 

 

③ 和賀江島（材木座 6丁目） 

 

④ 六角ノ井（材木座 6丁目） 

   鎌倉十井の一つ、別名「矢の根ノ井」。 

   強弓で知られる武将、源為朝（頼朝の父義朝の弟、鎮西八郎）は保元元年

（1156）の保元の乱で敗れ、腕の筋を切られたうえ伊豆大島に流された。し

かし弓の力を試したく、大島から鎌倉光明寺裏山の天照山めがけて矢を放つ

と、この井戸に落ちたという伝説がある。井戸は八角だが鎌倉側に六角、小

坪側に二角あるので六角ノ井といわれている。 

 

⑤ 正覚寺（逗子市小坪 5-12-2） 

 

⑥ 住吉神社・住吉城址（逗子市小坪） 

   材木座海岸と逗子市小坪の間にまたがる山に城址がある。初め北条早雲が古

要害を取り立てて、対三浦同寸前線基地として城郭を築き、その後、三浦同

寸が攻め落とした。しかし永正 9年（1512）、早雲に奪還され、同寸は三崎の

新井城に退いた。昭和 54年～55年（1979-80）に行われた発掘調査では、こ

の城は山そのものを防御システムに組み込んだものと分かった。また、平成

17年（2005）には逗子マリーナ北側山頂部から土塁が検出されている。 

 

⑦ 補陀洛寺（材木座 6-7-31） 真言宗大覚寺派 山号：南向山 

   開山：文覚 

   創建は養和元年（1181）源頼朝の祈願所として建てられた。 
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   文覚は元武士で、誤って渡辺（源）渡の妻袈裟御前を殺した罪を償うために

出家。その後後白河法皇の逆鱗に触れ、伊豆に流され、頼朝と出会い、親交

が始まったと伝わる。本尊の十一面観音菩薩像は平安時代後期の作、薬師如

来像は行基の作、日光・月光菩薩は運慶作、地蔵像は空海（弘法大師）作と

伝わっている。珍しいのは平氏の赤旗。平氏滅亡の折に平宗盛が最後まで持

っていたものといわれる。江戸時代にはたびたび竜巻に襲われたため、竜巻

寺の別名もある。 

 

⑧ 九品寺（材木座 5-13-14） 浄土宗 山号：内裏山 （時間の都合で割愛） 

   開山：風航順西  開基：新田義貞 

   創建は建武三年＝延元元年（1336）、新田義貞が鎌倉に唯一建立した寺と伝え

られる。北条方の戦死者を弔うため、鎌倉攻めの折の本陣跡に建立した。山

門と本堂に掲げられた「内裏山」「九品寺」の額の字は、義貞の筆を写したも

の。直筆の額は本堂に保存されている。 

 

⑨ 実相寺（材木座 4-3-13） 日蓮宗 山号：弘延山 

開山：日昭 

工藤祐経の屋敷跡といわれる。祐経は曽我兄弟に父の仇として討たれた武将。

日昭は、母親が祐経の娘といわれ、日蓮の直弟子の筆頭として、日蓮亡き後は

一門の長老と仰がれた。弘安 7年（1284）に濱の法華堂を寺として、法華寺と

称したのが實相寺の前身である。墓地の奥、石段の上に日昭の御廟がある。 

 

⑩ 五所神社（材木座 2-9-1） 

   この地は元々乱橋村と材木座村に分かれていて、乱橋村に三島社、八雲社、

金毘羅社の三社、材木座村に諏訪社、視女（みるめ）八坂社の二社があっ

た。明治六年（1873）、三島社が材木座の鎮守として村社に列格された。明治

41年（1908）、村内の他の 4社と合祀されることになり、五所神社と改称し

た。昔の村名の乱橋は、鎌倉十橋の一つに由来する。 

 

⑪ 来迎寺（材木座 2-9-19） 時宗 山号：随我山 

   藤沢山清浄光寺（遊行寺）末 

   元々ここには、源頼朝が三浦大介義明の菩提を弔うため、建久五年（1194）

に建立した真言宗能蔵寺があった。開山の音阿が時宗に帰依したために改宗

し、来迎寺となった。衣笠城の戦いで、義明は八十九歳で戦死したが、頼朝

は、十七回忌まで生きたものとみなすよう伝えたため「百六つ義明公」とも

呼ばれた。境内には義明の木像と五輪塔墓、境内裏手には三浦一族の墓があ

り、百余基の五輪塔が並ぶ。本尊の阿弥陀三尊像は運慶作とされている。子

育て観音もあり、庶民の寺として親しまれている。 

〈参考資料〉 

・『鎌倉検定、公式テキストブック』       監修：鎌倉商工会議所 

・『鎌倉史跡散策 上』            神谷道倫著 かまくら春秋社 
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